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１．研究メンバー
吉越昭久 （立命館大学）吉越昭久 （立命館大学）
安達 一 （国際協力機構）
一ノ瀬俊明 （国立環境研究所）

学 （ 女学 学）井上 学 （平安女学院大学）
遠藤崇浩 （筑波大学）
香川雄一 （滋賀県立大学）香川雄 （滋賀県立大学）
片岡久美 （秀明大学）
加藤政洋 （立命館大学）
白木洋平 （立正大学）
鈴木和哉 （国際協力機構）
谷口智雅 （立正大学）谷口智雅 （立正大学）
白 迎玖 （東北公益文科大学）

山下亜紀郎（酪農学園大学）
（戸所泰子 （立命館大学大学院・研））



２．研究計画

（１）研究の完了にむけて

補足研究の実施、論文化、発表補足研究 実施、論文化、発表

（２）現地調査の実施

写真集刊行の補足調査のみ実施

（３）単行本 刊行（３）単行本の刊行

谷口真人・吉越昭久・金子慎治編著「アジアの都市

と水環境」（古今書院）の刊行と水環境」（古今書院）の刊行

谷口真人・谷口智雅ほか編「アジアの都市景観と水

景 発展と環境の陰と陽」（仮案）（出版社未定）の刊行

（４）シンポジウムの開催

３月の日本地理学会（明治大学）にて、「アジ

アのメガシティの都市環境と水環境」アのメガシティの都市環境と水環境」



３ 完 後 都市地 班 計３．完了後の都市地理班の計画

GISデータや、収集した資料・地図などを利用し
て 地下プロジェクトの対象都市のうちからいくつて、地下プロジェクトの対象都市のうちからいくつ
かを選び、科研費などの申請をして、本プロジェク
トの成果を活かす形で都市地理学的な研究を継続しトの成果を活かす形で都市地理学的な研究を継続し
て実施したい。


